
　○　アンケートの対象：市内３２校の小学４年生から中学３年生までの児童生徒及び保護者

　○　アンケートの実施方法：インターネット上の専用ページ　もしくは　紙媒体提出

　　※　保護者については、子どもが複数いる場合、長子回答

　■　アンケート回答数 （人）

小学４年生 小学５年生 小学６年生 中学１年生 中学２年生 中学３年生 合計

児童生徒 1206 1229 1165 1066 1096 1080 6842

保護者 507 596 543 543 590 530 3309

【保護者の回答】

【保護者の回答】

【保護者の回答】

【児童生徒の回答】

＜設問１：これからの中学校の制服は、現行の標準学生服(詰め襟の学生服：現在の男子の制服）、セーラー

服(現在の女子の制服)がふさわしいと思いますか＞

【児童生徒の回答】

＜設問２：これからの制服（上衣）は、標準学生服、セーラー服ではなく、ジャケット（ブレザーなど）がふ

さわしいと思いますか＞

【児童生徒の回答】

＜設問３：これからの制服（下衣）は、標準学生服、セーラー服ではなく、スカートやパンツ（ズボン）を自

由に選ぶことのできる制服がふさわしいと思いますか＞

稲沢市 中学校の制服に関するアンケートの調査結果（令和４年１月実施）
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□　清潔面（洗濯ができる、汚れにくい、抗菌性がある 等）

□　安心・安全面（反射材が使用されている、肌に優しい 等）

□　寒暖対応（オールシーズン対応（夏冬兼用）、重ね着がしやすい 等）

□　成長・サイズ（袖や丈が伸ばせる、サイズのバリエーションが豊富 等）

□　デザイン性（フォーマル性が高い、生徒に人気 等）

□　経済性（安価なもの、市内統一でリユースしやすい、耐久性 等）

□　機能性（動きやすい、紫外線カット 等）

【今後の方向性】

　この度は、稲沢市内の「中学校の制服のあり方」について、様々なご意見をいただき、誠にありがとうござ

いました。今回のアンケート調査結果から、＜設問２・設問３＞の肯定的な回答をはじめ、＜設問５＞の児童

生徒の回答、保護者の皆様からの要望（清潔面や機能性、寒暖差対応や経済性）、さらには多様な性への配慮

など、制服についても変化への対応が求められていることが分かりました。

　今回のアンケート結果を受け、現在のジャージ登校や現行の標準学生服・セーラー服の移行期間等も含め

て、子どもたち、そして保護者の皆様の貴重なご意見を大切にしながら検討していく必要があると考えていま

す。

　今後、教職員だけでなく、保護者の方々を交えた制服検討委員会を設置するとともに、子どもたちが協議で

きる場をもつなど、中学校の制服のあり方について検討を進めていきたいと考えております。ご理解とご協力

のほど、よろしくお願いいたします。

＜設問４：一人一人にとって、これからの制服は、どのような制服がよいと思いますか。重要視すべき項目を

選んでください＞【保護者のみ回答】

＜設問５：他府県や他市町村、県立高等学校では、新制服の採用が進んでいます。各設問の内容を満たす「稲

沢市のオリジナルの制服」があるとよいと思いますか＞

【児童生徒の回答】 【保護者の回答】
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